
2022年度版 

「SDGｓ達成に向けたESD」を 

実践している方や実践しようと考えている方々へ 

あなたの疑問や課題の解決を応援しています！！ 

北陸ESD推進コンソーシアムの活動への参加・参画を待っています！ 

 

 北陸ESD推進コンソーシアムは、北陸において「SDGｓ達成に向けたESD」を進めようと金沢大学を主幹団体と

して富山大学、福井大学などの大学や、北陸3県のユネスコ協会、や各教育委員会、ユネスコスクール、企業、

NPO法人などを会員とし、互いに協力連携しながら運営されて来ています。 

北陸において、SDGｓの達成に向けて、ESD（Education for Sustainable Development : 持続可能な開発のた

めの教育）を進め、持続可能な社会づくりを担う人材を育成するため、 

・ユネスコスクールをはじめとする学校におけるSDGsの達成に向けた   

ESDの取り組みを推進する。 

・公民館、図書館をはじめとする社会教育施設、青少年教育施設を通じ 

た社会教育におけるSDGs達成に向けたESDの取り組みを推進する。 

・SDGsの達成に向けたESD推進に関するマルチステークホルダーの対  

話の場を構築するとともに、情報の共有、交流の促進を図る。そのた 

めのプラットフォームとしての機能を充実する。 

・SDGsの達成に向けたESDを推進する学校、行政、企業、NGOを含む 

様々なステークホルダー間の協働の機会を創出する。 

・北陸におけSDGsの達成に向けたESDの教育実践を国内外に発信する 

とともに、国内外の交流を促進する。 

などの活動を行っています。 

 

これまでの質問や要望（例） 回答 

〇「SDGｓ達成に向けたESD」の基本的なこと

から学びたい。 

・2019年度制作のeラーニング教材（動画）「SDGs・ESD入門

ガイド」2本をHPか YouTube チャンネル「北陸esd」動画で

視聴ください。（以下同じ）各12分程度 

・今年度（2022 年度）は、9月から1月にかけて5回程度、

「SDGｓ達成に向けた ESD」の基本について学び合う講座をオ

ンラインで、平日の勤務時間終了後の時間帯で開催する予定

です。大学の研究者や実践家を講師として招聘し、ゼミ形式で

行う予定です。ふるって参加ください。講義内容は、後日eラ

ーニング教材として視聴することもできます。 

〇北陸各地の「SDGｓ達成に向けたESD」の実

践事例に学びたい。 

・2010,2021 年度制作のeラーニング教材（動画）「実践編」

20本以上の中から視聴ください。各15分程度 

・上記のオンライン講義にもご参加ください。 

〇「SDGｓ達成に向けたESD」の実践者と交流

したい。 

・8月の下旬を第1回とし、年度内に複数回交流会を予定して

います。詳しくは、ホームページ及び会員宛に案内するので、

ふるって申し込んでください。 

〇「SDGｓ達成に向けたESD」の校内研修会に

専門家を呼びたい。 

・コンソーシアムの事務局まで、メイルで要望下さい。人選し

派遣します。謝金や交通費はコンソーシアムが負担します。 

場合によっては、オンラインになる場合もあります。 



〇自分の「SDGｓ達成に向けたESD」に関する

実践を報告し意見をもらいたい。 

・ふるって例年12月の実践交流会か2月の成果報告会で報告

してください。 

・今年度のeラーニング教材（実戦編）の制作者に応募いただ

くのもいいと思います。専門家の支援、助言を受けられます。 

〇「SDGｓ達成に向けたESD」によって、授業

はより探究的で対話的になるのでしょうか。 

・2010,2021 年度制作の e ラーニング教材（動画）「実践編」

20 本以上の中から視聴ください。カリキュラム・マネジメン

トのポイントが見えてきます。 

・今年度のeラーニング教材（実戦編）の募集における重要な

部門です。是非、今年度のeラーニング教材（実戦編）の制作

者に応募いただくのもいいと思います。 

〇自分（自校の）の授業実践を「SDGｓ達成に

向けたESD」の観点で再評価したい。 

・例年開催している12月の実践交流会か2月の成果報告会で

報告してください。研究者や実践者から意見や質問を受ける

ことで再評価に向けた手掛かりが見えてきます。 

・昨年度の金沢市立新神田小学校が作成した e ラーニング教

材が参考になります。一度視聴してみてください。 

〇公民館や企業におけるSDGｓ・ESD講座を開

設したいので、企画・運営等の相談に乗って

欲しい。 

・これまで以上に、SDGｓ・ESD 講座開設の要望は多いようで

す。相談に乗ると共に、運営に参画することも可能です。遠慮

なくご連絡ください。 

〇海外、国内の学校と交流したいが、相談に

乗ってもらえるか。 

・北陸においても、国内外の学校との交流をベースとした

SDGs・ESDの教育課程や教育実践は進んできています。ご連絡

いただければ、先行する学校を紹介したり、専門家を派遣した

りするなど支援することができます。 

〇SDGs・ESDに関して、地域の課題など探究的

に学習している児童生徒の交流会はあるでし

ょうか。 

・北陸3県いずれの県も、北陸ESD推進コンソーシアムとユネ

スコ協会の共催で、児童生徒の交流会を例年1、2月に開催し

ているので、ふるって参加ください。児童生徒が探究的で対話

的な学びを充実するためにも、対外的に学習成果を発表し評

価を受ける場の設定は重要です。協力していきましょう。 

〇ホームページに記載されている実践者や研

究者と直接対話したい。 

・事務局で実践者や研究者の意向を確認した上で、お繋ぎする

ことになります。 

・北陸ESD推進コンソーシアムでは、主催事業として年間に何

度となく交流会や報告会、研修会を設定しています。その場で

は、北陸だけでなく全国レベルでの実践者や研究者等との対

話が可能です。 

 

北陸ESD推進コンソーシアム 

住所 〒920-1192 石川県金沢市角間町  

金沢大学附属教職総合支援センター内 

電話 076-264-5589   Fax  076-2664-5589  

Mail  hokuriku.esd@gmail.com 

北陸ESD推進コンソーシアムの主催行事や研修会、制作教

材などの情報について 

・基本的にはホームぺージをご覧ください。 

・その他、フェイスブック、YouTubeでも入手できます。 

 （北陸esdで検索ください。） 


